
請求用ＦＤの簡単な流れ

1 別紙「薬品チェック」を実施し、請求可能薬品か確認。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特に4月8月9月10月 11月分（平成21年の場合）

2 レセプト発行画面で、古い1件発行等の確認のため、　Ｃ　でチェックし、不要なデータがある場

合は、４でデータを消去する。注意：必要性から１件追加で発行している場合はそのまま。強制追

加も確認のこと。先月分の消し忘れもあります。

3 レセプト発行プログラムを起動し、ｆ・1　ｆ・2　ｆ・3　を押し自動処理

4 処理中に印刷された場合、内容を確認する。　エラー状況等の印刷もあります。エラーは修正して

から次に進みます。

5 Ｗ　Ｗ　エンターで複写分・労災等の別請求の紙レセプトを印刷。

6 初期画面５の電子レセ（関係）の処理に移る

7 電子レセ元データをチェック。（国保と社保）

8 念のため、４のチェック（新機能）も実行。

9 ＦＤを作成する（国保と社保）

10 ＦＤのチェックをする（国保と社保）この時に請求データを作成します。

Ｂ画面に移り、請求データのエクセルを開き「名前を変更して保存」しＣｔｒｌ　ｉ　でデータをイン

ポートし印刷し上書き保存

注意：エラー表示は全てではありません。



「薬品チェック」
厚生省コードの変更は、毎年　４月と９月と１０月行われます。平成 21年度は８月もありました。

既に、８月３ 0日で期限の切れた厚生省コードは、10月分レセプトの請求（11月に提出）では使用で

きないコードです。必ず厚生省コード（電子レセ用医薬品番号）のチェックを実施

インストール方法

重要注意事項：処方入力のプログラムは必ず終了させてからインストールします。

ＣＤ－ＲＯＭを利用の場合、印刷用ＰＣにセットしインストールします。

インストールするデータは、その時により変更ありますので別途お知らせします。

インターネットからダウンロードする場合
http://iijima-p.sakura.ne.jp/YAKUZAI/RESEPM.htm

ダウンロード用のページが表示されます。必要なファイルをダウンロードしインストールします。

ダウンロード先は、ご自分でわかる場所が良いと思います。どこでもＯＫです。

直接、薬局のＰＣにダウンロードできない場合は、ＵＳＢメモリーにダウンロードし薬局でインストールします。

容量は６～１０Ｍ程度で、その時に必要なデータ量により、容量は異なります。

ＵＳＢメモリー等に保存し、薬局でインストールします。

インストールは、プリントサーバー側ＰＣから必ず行います。ＵＳＢメモリーをセットし、

電子レンジのアイコンの　　ＲＥＳＥＰ 30　をダブルクリックすると、Ｃドライブに（ｉｎｓｔｂａｓ 33ホルダ

ー）

　解凍し、必要な項目を自動コピーします。

電子レセで必要なアクセスフォーマットや請求書フォーマットもこのホルダーにあります

付録ファイルをダウンロードした場合、そのファイルをダブルクリックするとインストールできます。



使用薬品の元データのチェック　大変に重要です。
電子レセで使用する薬品は必ずレセプト排出前に　毎月チェックしてください。

まず、処方入力プログラムの初期画面　  7  　の　  4  　登録薬品チェックリスト排出  　を行い、登録して

ある薬品のデータを排出してから、薬品登録のチェックＮＥＷ（最新バージョン使用の事）　を実行

して下さい。「薬品未設定状況」をクリックすると、削除されている薬品リストが表示されます。

印刷は、印刷を実行します。

プログラムをインストール（ＣＤ-ＲＯＭの場合）すると、Ｃドライブにコピーされます。

薬品未設定情況を開き、右が側　マスターが空欄の薬品について、修正します。

修正は、処方入力の画面から行います。

初期画面　７　から　1を選択し、薬品検索画面で、薬品を選択しますが、この時は、必ず薬品コードか

ら検索します。



上記の場合、１６２３／エンターで直接薬品を呼び出します。（設定ミスを防ぐだめ）

画面がでましたら、厚生省薬価マスターからデータを吸い上げます（更新）

２２エンターです。

この薬の場合、検索名が「ｹﾞﾝﾀ」ですから、これでよければ　＊エンターします。

英文字入力は、ＸＦＥＲ　で切り替わります。

＊エンターすると



検索名「ｹﾞﾝﾀ」で検索された薬品リストが表示されます。

この場合、６番目なので、６エンターとします。

これで、更新は終了です。次の薬品も更新して行きます。

修正後、登録薬品チェックリスト排出で　データ吐き出し後に再度、上記の画面を出しチェックします。

その後、先発・後発　薬価　についてチェックします。

注意：先発・後発　薬価については、マスターコードが正しく設定されていない場合、表示されません。

登録薬品の写真リンク設定について
電子レセにともない、厚生省コードが新しくなった場合、写真の更新（4～5ヶ月遅れる）が追いつかず写真がリ

ンクされない場合が多々出て来ます。また、以前に写真リンクを設定し、逆に写真のリンクが古くなった場合もリン

クされなくなってしまいます。

そこで、厚生省コードチェックに、写真データも追加いたしました。

データの排出は、通常どおり行います。

（最新プログラムで対応です、下記画面と違う場合、ダウンロードしてください）

次に、最新の「薬品チェックＮＥＷ」を使い写真とリンクしていない薬品リストを印刷表示できるようにしました。

ご活用ください。「ＰＨＴＯＴＸ．ＴＸＴ」は、現在リンク先を手動設定されている薬品で、最新写真データファイル

に登録されていない薬品リストをメインパソコンに作成し、一括で手動設定を解除できるファイルを作ります。

ＰＨＯＴＯＴＸ.ＴＸＴ排出　をクリック後

上様等で適当な薬品を検索し



薬品を検索し　Ｐ　を押して設定します。検索した薬品とは無関係です。

ＸＺ解除を使うと、一括で解除できます。

ＸＺエンターで

全て解除＝Ｃ　を選択すると一括で解除できます。

１個ずつの場合は、１　を選択します。

一括解除を行った様子です。

解除が済みましたら、初期画面７　の　４で再度　設定を行います。

リスト印刷後、

画面にリンクが無い場合、自動で探します。（以前は　→　で探して設定します。）

注意：リストになにも表示されない場合、写真が無いです。

画面に、「設定有りますか？」が表示され、目当ての薬品が見つかりましたら、番号を選択します。

「未設定」の表示は、設定する必要が無いか、数種類の写真がある場合です。

新規に薬価収載された薬品の場合、写真データの無い物もあります。

データとして更新されるのは約４ヶ月後位です。

下記は印刷例です。



印刷で　ＭＡＩＮ　と　ｓｅｔ　の意味は、ＭＡＩＮ　→　なにも設定していない意味

ｓｅｔは、リンク先の設定がされていて　写真データファイルに設定されていないことを意味します。ただし、個別

に写真データ登録している場合、薬袋で印刷されますので勘違いないようお願いします。

注意：写真データファイルと写真データは全く別のファイルです。単にリンクが有るか無いかの事です。

印刷プロセスは、リンク名に厚生省コードを使い、写真データファイルにリンク先が無い場合、写真データを探し、そ

れも無い場合、その旨の表示がされます。



特記事項の設定方法
レセプトで特記事項を記載する必要がある場合、２種類の設定方法があります。

基本的に必ず特記事項に記載しなければならない場合は、患者の基本設定で設定します。

患者変更画面で　Ｔ　エンターで設定できます。

処方データ毎に設定が必要な場合、新規に「出産」が９月２９日追加となっています。

この場合、出産以外は、特記事項に記載できないと考えられ、処方データごとの設定を追加しました。

設定方法は、薬品登録の所で　－　エンターで　↓スクロールし　７８設定です。

７８エンターをすると

特記事項の番号が表示されます。選択してください。

設定が行われると、画面上では　特記の略として「ＴＫ」　と表示されます。


